
応用数学専攻　授業科目
19生 ◎必修科目　●選択必修科目　○選択科目

系　　列 授　業　科　目 配当年次 単位数
必修
選択別

毎週授業時間数

１年次 ２年次

春 秋 春 秋

代数学

代数学特論ａ１ 1 2 ○ 2

代数学特論ａ２ 1 2 ○ 2

代数学特論ｂ 1 2 ○ 2 （2）

代数学特論ｃ 2 2 ○ 2

幾何学

幾何学特論ａ１ 1 2 ○ 2

幾何学特論ａ２ 1 2 ○ 2

幾何学特論ｂ 1 2 ○ （2） 2

幾何学特論ｃ 2 2 ○ 2

応用解析学

応用解析特論ａ１ 1 2 ○ 2

応用解析特論ａ２ 1 2 ○ 2

応用解析特論ｂ 1 2 ○ 2 （2）

応用解析特論ｃ 2 2 ○ 2

情報数理学

情報数理特論ａ１ 1 2 ○ 2

情報数理特論ａ２ 1 2 ○ 2

情報数理特論ｂ 1 2 ○ 2 （2）

情報数理特論ｃ 2 2 ○ 2

応用数学特論Ⅰ 1・2 2 ○ 2 （2） 2 （2）

応用数学特論Ⅱ 1・2 2 ○ 2 （2） 2 （2）

応用数学特別講義Ⅰ 1・2 1 ○ 1 （1） 1 （1）

応用数学特別講義Ⅱ 1・2 1 ○ （1） 1 （1） 1

応用数学特別講義Ⅲ 1・2 1 ○ 1 （1） 1 （1）

応用数学特別講義Ⅳ 1・2 1 ○ （1） 1 （1） 1

インターナショナルキャリア 1/2 2 ○ （2） （2） （2） （2）

コンプリヘンシブ演習Ⅰ 1 2 ◎ 2

コンプリヘンシブ演習Ⅱ 1 2 ◎ 2

コンプリヘンシブ演習Ⅲ 2 2 ◎ 2

コンプリヘンシブ演習Ⅳ 2 2 ◎ 2

理学研究科
共通科目

フューチャーマセマティックス 1 2 ● 2

フューチャーフィジックス 1 2 ● 2

フューチャーサイエンスⅠ 1 2 ● 2

フューチャーサイエンスⅡ 1 2 ● 2

特別研究 1～2 12 ◎ 6 6

① 修士課程２年間において､ 必修科目の特別研究12単位とコンプリヘンシブ演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ８単位は修了に必要な科目で
あるので、必ず修得しなければならない。必修科目および選択必修科目を含め、合計32単位以上を修得すること。
② 自分の所属する系列のａ１、ａ２、ｂは１年次に、ｃは２年次に受講することを原則とする。他系列の場合はａ１、ｂを１
年次に、ｃおよびその他を２年次に受講することを原則とする。他専攻から受講する場合は、ａ１、ｂのみ受講可とする。
ただし、総合理学専攻数理科学系列からの受講は、応用数学専攻に準ずる。
③ 理学研究科共通科目の選択必修科目は、修了に必要な科目であるので、必ず１科目２単位以上修得すること。
④ 他専攻の講義科目を履修する場合は、書類（他専攻講義科目履修願）に必要事項を記入し教務課へ提出すること。なお、修
了要件を満たす単位としては、４単位まで認める。
⑤ すべて英語で行う授業により修了を希望する場合は、予め専攻長に申し出ること。その場合には、理学研究科共通科目を選
択科目とし、選択必修科目としない。
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